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あなたとまちを
つなぐ情報紙

　2月 13 日、市の鳥である渡り鳥シロチドリが荒尾干潟で羽を休め
ていました。ラムサール条約登録湿地の荒尾干潟には、シギ・チドリ
類をはじめとする多くの水鳥が、長旅の中継地として訪れます。時に
は浜辺を覆うほどの水鳥たちが舞い降りることもあり、その光景はま
さに「渡り鳥のオアシス」としての荒尾干潟の姿を私たちに示してく
れます。この日は、府本小の 5年生 9人も干潟を訪れ、野鳥観察を楽
しんでいました。
　飛来する水鳥たちの姿はこれから春にかけても見られ、荒尾干潟水
鳥・湿地センターでは、バードウォッチングを楽しめる野鳥・自然観
察会を開催します。詳しくは 28 ページをご覧ください。

休息って大切ですよね。
トリにとっても、
ヒトにとっても。


